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苦
難
を
乗
り
越
え

て
１０
年

角
災
！・筵
！

題

字

　

中

川

順

克

幸

（
Ｗ
Ｏ
ｗ
Ｏ
ｕ

あ
る
。
業
界
内
で
は
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
開

局
当
初
か
ら

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
除
け
ば
テ
レ

ビ
視
聴
は
タ
ダ
と
い
う
日
本
で
、
有
料

放
送
は
成
り
立
た
な
い
」
と
い
う
見
方

が
強
か

っ
た
。
我
々
は

「だ
か
ら
こ
そ

日
本
に
お
け
る
有
料
放
送
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
よ
う
」
と
必
死
だ

っ
た
。

社
内
に
は

「有
料
放
送
に
ふ
さ
わ
し

い
番
組
は
何
か
」
と
い
う
悩
み
も
あ

っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・

リ
サ
ー
チ
の
結
果
、
映
画
、
そ
れ
も
比

較
的
新
し
い
映
画
を
番
組
編
成
の
中
核

に
据
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

９０
年
９
月
の
ワ
ー
ナ
ー
ブ
ラ
ザ
ー
ス

を
皮
切
り
と
し
て
、
９２
年
５
月
ま
で
に
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
全
メ
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
オ

と
映
画
の
調
達
契
約
を
結
ん
だ
。
契
約

は
い
ず
れ
も
ア
メ
リ
カ
で
配
給

・
公
開

さ
れ
た
全
て
の
新
作
の
放
映
権
を
Ｗ
Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
に
与
え
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
映
画
は
Ｗ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
香
組
の
中
核
と
な

っ
て
い

ＺＯ
。電

気
店
ル
ー
ト
中
心
に

代
理
店
網
を
組
織
す
る

有
料
放
送
の
加
入
契
約
を
ど
こ
で
受

け
付
け
る
か
も
大
き
な
課
題
だ

っ
た
。

有
力
な
候
補
は
、
電
器
店
と

コ
ン
ビ
ニ

）

新
時
代
に
船
出
す
る
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

９０
年
「
月
３０
日
放
送
開
始

映
画
を
核
に
、
初
の
民
間
有
料
衛
星
放
送

２５
年
間
の
新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
１

９
９
０
年
５
月
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り

の
日
本
衛
星
放
送
側

（略
称
Ｊ
Ｓ
Ｂ
＝

現
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
）
広
報
部
へ
出
向
し
た
。

当
初
は
、
取
材
す
る
側
か
ら
取
材
さ
れ

る
側
へ
の
逆
転
に
戸
惑

っ
た
。

約
６
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
１

９
９
０
年
１１
月
３０
日
、
日
本
衛
星
放
送

は
放
送
を
開
始
し
た
。
当
初
は
１
日
１２

時
間
の
無
料
放
送
、
翌
年
４
月
１
日
か

ら
は

２４
時
間
の
有
料
放
送
に
移
行
し

た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
愛
称
を

「
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
」
と
呼
ん
だ
。
サ
ー
ビ
ス
放
送
開

始
式
当
日
の
１１
月
３０
日
は
、
こ
の
季
節

に
は
珍
し
い
台
風
接
近
で
、
前
夜
か
ら

放
し
い
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
さ
に

八

森

嵐
の
中
の
船
出
だ

っ
た
。

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
、
日
本
で
初
め
て
の

民
間
衛
星
放
送
会
社
で
あ
り
、
日
本
初

の
全
国
波
に
よ
る
有
料
テ
レ
ビ
局
で
も

）
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エ
ン
ス
ス
ト
ア
だ

っ
た
。
し
か
し
放
送

を
視
聴
す
る
た
め
に
は
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

を
解
除
す
る

「
Ｂ
Ｓ
デ
コ
ー
ダ
」
が
必

要
で
、
こ
れ
は

一
種

の
家
電
製
品
で
あ

る
た
め
、
電
器
店
ル
ー
ト
を
中
心
に
し
、

通
信
衛
星
に
よ
る
番
組
配
信
を
受
け
て

い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
ル
ー
ト
と

の

２
本
立
て
で
臨
む
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
代
理
店
と
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の

ジ

接
点
と
し
て
、
全
国
５
都
市
に
営
業
所

を
設
置
し
た

（現
在
は
７
都
市
に
７
支

社
体
制
）。

一
方
、
視
聴
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、

や
苦
情
を
受
け
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は

「
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
視
聴
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
」
の
材
森
【で
、
９０
年
１１
月
１
日
に

開
設
し
た
一。
セ
ン
タ
ー
は
後
に

「
Ｗ
Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
，
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
名

を
変
え
、
現
在
は
横
浜
市
の
み
な
と
み

ら
い
２‐
地
区
で
、
１
０
０
％
子
会
社
の

働
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
が
運
営
し
て
い
る
。

番
組
表
の
掲
載
を
依
頼

全
国
の
新
聞
社
を
行
脚

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
日
本
全
国
を
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
す
る
テ
レ
ビ
局
で
あ
る
。

ネ

ッ
ト
局
は
な
い
。
地
方
に
は
営
業
の

拠
点
と
な
る
支
社
が
あ
る
だ
け
で
、
広

報
活
動
は
、
東
京
の
本
社
が
地
方
の
マ

ス
コ
ミ
も
対
象
に
展
開
し
て
い
る
。

新
聞
だ
け
に
限

っ
て
も
、
毎
日
２０
万

部
以
上
を
発
行
し
て
い
る

一
般
紙
は
全

国
に
４０
紙

（全
国
紙
は
地
方
本
社
発
行

分
も
含
め
１
紙
と
計
算
）
あ
る
。

私
は
、
放
送
開
始
前
の
９０
年
９
月
か

ら
１１
月
に
か
け
て
、
東
京
の
全
国
紙
を

始
め
、
全
国
各
地
の
新
聞
社
を
行
脚
し

た
。　
一
般
紙
は
も
ち
ろ
ん
ス
ポ
ー
ツ
紙

）

に
も
、
テ
レ
ビ
面
に
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
番

組
表
を
掲
載
し
て
も
ら
う
た
め
だ

っ
た
。

広
報
部
と
は
名
ば
か
り
、
部
員
は
派

遣
の
女
性
社
員
と
私
の
二
人
だ
け
。
取

材
応
対
の
合
間
を
ぬ
つ
て
、
日
帰
り
、

夜
行
を
使

っ
た
地
方
出
張
を
３
か
月
続

け
た
。「有

料
放
送
な
ら
加
入
者
に
番
祖
表

を
送
る
の
で
し
ょ
う
」
と
最
初
は
敬
遠

気
味
だ

っ
た
新
聞
各
社
の
担
当
者
は
、

話
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
ち
ら
の
考
え

を
理
解
し
て
く
れ
た
。
「
テ
レ
ビ
面
に

番
組
が
掲
載
さ
れ
た
テ
レ
ビ
局
は
新
聞

社
が
認
知
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
」

「番
組
変
更
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ド
ヘ

の
反
映
は
不
可
能
」
「
テ
レ
ビ
面
も
重

要
な

ニ
ュ
ー
ス
面
」
と
い
う
説
明
は
効

果
が
あ

っ
た
。

以
後
、
毎
年
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

行
う
地
方
紙
訪
問
は
恒
例
の
行
事
に
な

っ
て
い
る
。
顔
な
じ
み
も
増
え
た
。
中

に
は

「午
後
６
時
過
ぎ
に
来
て
く
れ
」

と
い
う
会
社
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
狙
い

は

「飲
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
１２
月
か
ら
の
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
開
始
前
の
１
年
間
は
、
新
た

な
番
組
表
掲
載
の
お
願
い
に
回

っ
た
。

サ
イ
マ
ル
放
送
す
る
ア
ナ
ロ
グ

・
デ
ジ

タ
ル
の
番
組
表
を
併
載
し
て
い
た
だ
く

た
め
で
あ
る
。
結
果
は
大
成
功
だ

っ
た
。

日本の放送業界で初めてのカスタマーセンター
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こ
れ
も
長
年
培

っ
た
人
間
関
係
の
賜
物

と
感
謝
し
て
い
る
。

太
陽
電
池
損
傷
の
危
機
を
救
う

Ｎ
Ｈ
Ｋ
島
会
長
の
英
断

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
が
使
用
す
る
放
送
衛
星

「Ｂ
Ｓ
ｉ３ａ
」
は
９０
年
８
月
下
旬
に
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
打
ち
上
げ
直
後
に
発
生
電

力
が
設
計
値
を
下
回

っ
て
い
る
こ
と
が

判
明
、
不
安
を
残
し
た
。

翌
年

３
月
に
は
、
太
陽
の
フ
レ
ア

（爆
発
）
活
動
の
活
発
化
で
、
搭
載
し

た
太
陽
電
池
の
パ
ネ
ル
が
損
傷
し
て
発

生
電
力
が
さ
ら
に
低
下
し
た
。
こ
の
た

め
、
夏
至
と
冬
至
を
挟
む
そ
れ
ぞ
れ
約

３
か
月
間
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
衛
星
２
波
と

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
同
時
運

用
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

「Ｂ
Ｓ
ｉ３ａ
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ

Ｗ
が
共
有
し
、
そ
の
調
達
費
用
は
使
用

チ
ャ
ン
ネ
ル
数
に
応
じ
２
対
１
の
割
合

で
負
担
し
た
。
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
運
用
期

間
中
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
理
論
上
、
１
日

‐６
時
間
し
か
衛
星
を
使
用
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。

し
か
し
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
引
退
し
た
街
星

「Ｂ
Ｓ
‐
２ｂ
」
を
再
利
用
す
る
こ
と
で
、

５

月

・
６

月

の

２

か

月

間

は

Ｗ

Ｏ

Ｗ

Ｏ

Ｗ
が
２４
時
間
放
送
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
く
れ
た
。
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
が
１６
時
間
の

放
送
短
縮
期
間
に
入

っ
た

７
月
以
降

は
、
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
を
含
む
８
時
～

２４
時
に
衛
星
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
。

「衛
星
放
送
の
普
及
の
た
め
に
誕
生

し
た
ば
か
り
の
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
に
譲
る
ベ

き
と
こ
ろ
は
譲
ろ
う
」
と
当
時
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
会
長

・
島
桂
次
氏
が
現
場
を
説
得
し

て
く
れ
た
お
陰
で
あ
る
。

９‐
年
８
月
２５
日
夕
刻
、
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
か
ら
予
備
衛
星

「
Ｂ
Ｓ
‐３ｂ
」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。
３０
分
後

「衛
星

切
り
離
し
に
成
功
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

現
場
で
聞
い
て
、
私
は
思
わ
ず
目
頭
が

ジ

あ
つ
く
な
っ
た
。

「
こ
れ
で
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
が
救
わ
れ
た
」

レＣ
。社

名
も
知
ら
な
か
っ
た
新
社
長
で

債
務
超
過
の
危
機
を
克
服

加
入
契
約
数
が
１
０
０
万
世
帯
を
突

破
し
た
の
は
９２
年
夏
だ

っ
た
。
こ
の
う

れ
し
い
は
ず
の
ニ
ュ
ー
ス
と
は
逆
に
、

こ
の
年
秋
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
経
営

危
機
に
直
面
し
た
。
開
局
前
に
立
て
た

事
業
計
画
通
り
に
は
加
入
者
が
集
ま
ら

な
か

っ
た
の
が
最
大
の
原
因
だ
。
ま
た

加
入
者
に
配
付
し
て
い
た

「
Ｂ
Ｓ
デ
コ

）
ゑ =―華議

BS- 3 aを搭載したH‐1回ケット8号機の打ち上げ
種子島宇宙センター(写真提供 宇宙開発事業団)
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―
ダ
」
の
逆
ザ
ヤ
も
赤
字
の
原
因
の

一

つ
だ

っ
た
。
　
電
器
店
で
売
れ
ば
７
万

円
も
す
る
と
い
う
デ
コ
ー
ダ
を
、
Ｗ
Ｏ

Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
当
初
、
メ
ー
カ
ー
か
ら
３
万

数
千
円
で

一
括
購
入
し
、
加
入
料
２
万

７
千
円
で
加
入
者
に
配
付
し
て
い
た
。

加
入
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
赤
字

が
膨
ら
む
と
い
う
構
造
だ

っ
た
か
ら
だ
。

逆
ザ
ヤ
状
態
は
９４
年
９
月
ま
で
続
い
た
。

経
営
危
機
表
面
化
の
き

っ
か
け
は
９２

年
度
９
月
中
間
決
算
の
公
表
だ

っ
た
。

累
積
赤
字
４
０
７
億
円
と
い
う
中
間
決

算
の
数
字
か
ら
推
定
す
る
と
、
９３
年
春

先
に
は
債
務
超
過
に
陥
り
、
資
金
が
シ

ョ
ー
ト
す
る
可
能
性
が
強
ま

っ
た
。

何
度
も
取
締
役
会
を
開
き
、
善
後
策

を
協
議
し
た
。
株
主
の
企
業
に
よ
る
経

）

営
改
善
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
２
か

月
に
わ
た
る
調
査
と
協
議
を
経
て
経
営

改
善
策
が
ま
と
ま

っ
た
。
主
要
株
主
に

よ
る
債
務
保
証
、
会
社

へ
の
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
機
関

「経
営
諮
問
委
員
会
」
の

設
置
な
ど
が
柱
だ

っ
た
。

広
報
部
は
、
経
営
危
機
に
い
た
る
ま

で
の
過
程
、
そ
の
原
因
、
経
営
改
善
委

の
審
議
経
過
な
ど
を
逐

一
、
社
内
に
流

し
た
。
取
材
に
訪
れ
た
記
者
に
も
丁
寧

に
説
明
し
た
。
「
よ
く
も
こ
こ
ま
で
公

表
す
る
ね
」
と
あ
き
れ
る
記
者
も
い
た
。

徹
底
し
た
情
報
公
開
こ
そ
、
会
社
再
建

へ
の
好
材
料
に
な
る
と
判
断
し
た
か
ら

で
あ
る
。

新
社
長
に
内
定
し
た
佐
久
間
界

二
は

松
下
電
器
産
業
側
参
与
か
ら
の
転
身
で

あ
る
。
ユ
月
初
旬
、
東
京
駐
在
だ
っ
た

佐
久
間
は
大
阪
の
本
社

へ
呼
ば
れ
た
。

当
時
同
社
相
談
役
の
山
下
俊
彦
氏
か
ら

「東
京
に
所
る
衛
星
放
送
の
会
社
へ
行

っ
て
く
れ
ビ
と
言
わ
れ
た
。
「何
と
い

う
会
社
で
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
山

下
氏
は

「正
式
な
社
名
は
知
ら
ん
」
と

言
う
。

「
一
日
待
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
佐
久
間
に
同
氏
は
即
答
を
迫
っ
た
。

佐
久
間
は
社
名
も
知
ら
な
い
ま
ま
社
長

就
任
を
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

６
月
の
定
時
株
主
総
会
で
、
債
務
保

証
会
社
の
出
身
者
を
中
心
に
組
織
し
た

）

新
体
制
が
誕
生
し
た
。
新
し
い
経
営
陣

は
、
事
業
計
画
制
度
の
導
入
に
よ
る
経

費
の
大
幅
削
減
と
損
益
分
岐
点
の
引
き

下
げ
、
代
理
店
網
の
再
構
築
な
ど
を
打

ち
出
し
、
「
３
年
間
で
単
年
度
黒
字
化
」

を
目
指
し
た
。

代
理
店
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る
た

め
、
営
業
本
部
は
全
国
９
都
市
で
２２
回

の

「代
理
店
懇
談
会
」
を
開
い
た
。
９

回
目
の
大
阪
会
場
で
佐
久
間
は

ヘ
ル
ペ

ス

（帯
状
疱
疹
）
を
発
症
し
た
。

「す
ぐ
入
院
を
」
と
い
う
医
師
の
助

言
を
無
視
し
て
佐
久
間
は
全
国
行
脚
を

続
け
た
。
左
ほ
お
か
ら
耳
に
か
け
て
疱

疹
を
隠
す
た
め
の
大
き
な
バ
ン
ソ
ウ
コ

ウ
を
張

っ
て
舞
台
で
話
す
痛
々
し
い
姿

は
出
席
者
の
同
情
を
買

っ
た
。
後
に
佐

久
間
は

「あ
れ
は
天
の
配
剤
だ

っ
た
」

と
私
に
語
っ
た
。

代
理
店
か
ら
の
信
頼
回
復
に
よ
る
加

入
契
約
の
順
調
な
伸
び
と
、
経
費
の
大

幅
な
削
減

（デ
コ
ー
ダ
の
逆
ザ
ヤ
解
消

も
含
め
）
で
、
日
標
の
９５
年
度
に
は
６２

億
円
も
の
経
営
黒
字
を
計
上
し
た
。

自
社
映
画
、
数
々
の
国
際
映
画
祭
賞

ド
ラ
マ
で
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
大
賞
も

放
送
時
間
の
６
割
を
映
画
が
占
め
て

い
る
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
、
開
局
２
年
後
の

９３
年
か
ら
数
本
で
は
あ
る
が
映
画
を
自

5世代目のデコーダ
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主
製
作
し
て
い
る
。
予
算
は
決
し
て
多

く
は
な
い
が
、
日
本
の
映
画
界
に
元
気

を
出
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
趣
旨
も
あ

る
。
『
Ｊ

・
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ

・
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ
』

の
共
通
タ
イ
ト
ル
で
、
数
人
の
映
画
監

督
に
競
作
さ
せ
る
の
が
狙
い
だ

っ
た
。

初
年
度
に
製
作
し
た

『月
は
ど

っ
ち
に

出
て
い
る
』

（桂
洋

一
監
督
）
は
、
そ

の
年
秋
の
日
本
民
間
放
送
連
盟
賞
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
桂
監
督
が
こ
の
テ
レ
ビ
用
短
編
映

画
を
も
と
に
製
作
し
た
劇
場
版
は
、
こ

の
年
の
映
画
賞
を
総
な
め
に
し
た
。

Ｊ

。
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ

・
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
作

品
は
ベ
ル
リ
ン
は
じ
め
数
々
の
国
際
映

画
祭
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
け
て
い

る
が
、
も

っ
と
も
話
題
に
な
っ
た
の
は
、

９７
年
５
月
に
開
か
れ
た
第
５０
回
カ
ン
ヌ

国
際
映
画
祭
で
カ
メ
ラ
ド
ー
ル
を
受
賞

し
た

『萌
の
朱
雀
』
（河
瀬
直
美
監
督
）

で
あ
る
。
こ
の
賞
は
新
人
監
督
の
第
１

作
を
対
象
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
日
本

人
の
受
賞
は
初
め
て
だ

っ
た
。
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
が
製
作
ま
た
は
製
作
協
力
し
た
映

画
は
こ
れ
ま
で
、
８０
以
上
の
映
画
祭
、

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
賞
を
得
て
い
る
。

こ
の
流
れ
は
今
も
継
続
し
て
い
る
。

ま
た
２
０
０
２
年
５
月
に
は
ド
ラ
マ

『
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｄ
』
が
放
送
批
評
懇
談
会
の

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
テ
レ
ビ
部
門
の
大
賞

を
受
賞
し
た
。

な
お
余
談
だ
が
、
こ
の
時
壇
上
に
招

か
れ
た
新
社
長
の
吉
岡
は

「
ギ
ャ
ラ
ク

シ
ー
賞
と
い
う
の
を
今
ま
で
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
卒
直

さ
に
委
員

一
同
は
拍
手
喝
来
だ
っ
た
。

畿
“

放
送
権
獲
得
の
厳
し
さ
を
実
感

欧
州
選
手
権
独
占
す
る
も
…

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
開
局
当
初
か
ら
イ
タ

リ
ア
の
プ
ロ
リ
ー
グ

「
セ
リ
エ
Ａ
」
を

放
送
す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
番
組
の
柱
と

し
て
サ
ッ
カ
ー
に
力
を
入
れ
て
い
た
。

１
９
９
６
年
６
月
に
放
送
し
た

「サ

ッ
カ
ー
欧
州
選
手
権

（
Ｅ
Ｕ
Ｒ
０
１
９

９
６
こ

と
２
０
０
０
年
の

「
Ｅ
Ｕ
Ｒ

０
２
０
０
０
」
は
、
も

っ
と
も
話
題
を

呼
び
、
加
入
推
進
活
動
に
大
き
く
結
び

つ
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
成
信
を

か
け
て
、
４
年
に
１
度
開
か
れ
る
こ
の

大
会
に
臨
ん
で
い
る
。
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は

２
大
会
と
も
日
本
国
内
で
の
独
占
放
送

権
を
獲
得
し
た
。

）

こ
の
放
送
は
営
業
面
で
も
効
果
が
大

き
か

っ
た
。
と
く
に
在
日
外
国
人
の
加

入
者
が
大
幅
に
増
え
た
の
も
特
徴
だ
。

二
か
国
語
放
送
を
望
む
声
に
応
え
て
急

き
ょ
日
本
語

・
英
語
の
二
か
国
語
放
送

に
切
り
替
え
た
。
２
０
０
０
年
大
会
は

１
回
戦
か
ら
二
か
国
語
放
送
を
実
施
し

た
。９９
年
８
月
、
開
局
以
来
続
け
て
き
た

セ
リ
エ
Ａ
の
放
送
権
を
、
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ

ル
放
送
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
る
ス

カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
に
奪
わ
れ
た
。

日
本
で
は
な
じ
み
の
な
か

っ
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
を
、
８
年
間
に
わ
た
つ

て
着
実
に
浸
透
さ
せ
て
き
た
と
自
負
し

て
い
た
だ
け
に
、
放
送
権
喪
失
は
痛
か

っ
た
。
改
め
て
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
時
代
の

ソ
フ
ト
争
奪
戦
の
厳
し
さ
を
実
感
し
た
。

社
名
を
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
に

念
願
の
株
式
上
場
果
た
す）

受賞記念のカード

サッカー欧州選手権
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２
０
０
０
年

１２
月
１
日
、
第

２
の
開

局
と
も

い
え
る
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
開

始
に
あ
わ
せ
て
、
社
名
を

「
日
本
衛
星

放
送
株
式
会
社
」
か
ら

「株
式
会
社
Ｗ

Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ

（登
記
は
株
式
会
社
ワ
ウ
ワ

ウ
と

に
改
め
た
。
開
局
以
来
、
多
く

の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

「
Ｗ
Ｏ
Ｗ

Ｏ
Ｗ
」
の
愛
称
を
正
式
な
社
名
に
し
た

の
で
あ
る
。

２
０
０
２
年
に
は
関
連
会
社
を
通
じ

東
経
１
１
０
度
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

も
参
入
し
た
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
な
ど
電
気
通
信
等
を
利
用
し
た
新
規

事
業
の
展
開
も
図
っ
て
い
る
。

「放
送
」
と
い
う
枠
を
越
え
た
総
合

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
企
業
と
し
て
、

事
業
拡
大
を
図
る
こ
と
も
社
名
変
更
の

）

目
的
だ

っ
た
。
そ
し
て
２
０
０
１
年
４

月
２０
日
、
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
の
株
式
を
東
京

証
券
取
引
所
の
マ
ザ
ー
ズ
市
場
に
上
場

し
た
。

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
は
こ
れ
ま
で
、
本
格
的

な
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
を
見
据
え
な

が
ら
、
諸
先
輩
か
ら
引
き
継
い
だ
独
自

の
番
組
調
達

，
編
成
、
メ
デ
ィ
ア
戦
略

を
強
化
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
よ
り
広
く
よ
り
深
く
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
揃
え
、
提
供
し
て
ゆ
く
力
量
が
問

わ
れ
る
。

十
年

一
昔
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な

り
つ
つ
あ
る
現
代
は
ド
ッ
グ
イ
ヤ
ー
と

言
わ
れ
る
時
代
で
、
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

は
速
い
。
先
見
性
と
洞
察
力
、
企
画
力
、

統
率
力
、
そ
し
て
決
断
力
が
必
要
な
時

代
に
い
る
拘
我
々
は
、
こ
う
し
た
力
と

皆
の
知
恵
で
作
り
上
げ
た
海
図
を
携
え

て
、
２‐
世
紀
の
メ
デ
ィ
ア
の
海

へ
向
け

航
海
に
乗
り
出
し
た
。

（文
中
敬
称
略
）

八
森
　
克
幸
　
佛
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
本
社

部
門
長
補
佐

（広
報
担
当
）。
１
９
９
０
年

５
月
、
読
売
新
聞
社
か
ら
日
本
衛
星
放
送

側
に
出
向
。
広
報
部
長
を
経
て
９３
年
７
月
、

広
報
室
長
。
２
０
０
０
年
７
月
か
ら
現
職
。

）

社
会
活
動
委
員
会
全
国
会
議
開
催

社
会
活
動
委
員
会
で
は
９
月
７
日
、

民
放
連
会
議
室
で
第
５
回
全
国
会
議
を

開
き
、
活
動
報
告
と
討
議
を
行

っ
た
。

全
般
に
継
続
し
て
い
る
活
動
は
地
域

の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
着
実
に
根
づ
い

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
お
互
い
に

啓
家
し
あ
う
効
果
が
あ

っ
た
。

質
疑
討
論
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の

紙
芝
居
に
つ
き
活
発
な
質
疑
が
あ

っ
た

他
、
個
人
で
読
ん
で
テ
ー
プ
化
し
て
い

る
も
の
に
対
す
る
著
作
権
問
題
、
テ
ー

プ
か
ら
デ
イ
ジ
ー
ヘ
の
移
行
な
ど
根
幹

に
ふ
れ
る
情
報
交
換
も
行
わ
れ
た
。

「
Ｐ
ウ
オ
ー
ク
」
は
初
参
加
の
東
海

地
区
を
含
め
て
６
地
区
が
実
施
し
て
お

り
東
北
地
区
内
で
も
秋
田
、
山
形
、
福

島
と
拡
大
し
た
。
又
検
討
中
の
関
西
や

四
国
か
ら
出
た
情
報
収
集
方
法
に
つ
い

て
の
質
問
に
対
し
て
先
発
地
区
が
情
報

提
供
を
約
束
、
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
。

懸
案
の

「旅
行
ガ
イ
ド
」
は
関
束
の

担
当
を
増
や
す
な
ど
軌
道
修
正
の
末
、

漸
く

「ネ
ガ
」
完
成
の
目
処
が
た
ち
、

技
術
的
な
処
理
の
段
階
に
入
っ
た
。

い
ず
れ
、
社
会
活
動
全
般
に
つ
き
、

細
か
い
活
動
状
況
を
報
告
す
る
場
を
検

討
中
な
の
で
、　
一
層
の
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
（濱
口
昌
巳

Ｑ
　
Ｒ
）


